
邑河川　の生物調査

（荒川水系における生物相と水質について）
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水域の水質を考える場合、化学分析のみでは、断片的にしか掌遠出来浸いきらいがある。

水中の生物は、その生存闇である水域の状況把応じて、微妙倭消長をくカ返すものであるから、

化学分析把加えて、この様を生物の環境慣応－－あるい凝適者生存の原則を利用して、生物学的

に水域の水質をとらえることも必要であろうと思ぃ、荒川の本流を中心として、生物相（主把底

生生物）の調査と化学分析を行売ったので報告する。

筒、生物の分類、同定は埼玉大学教育学部生物学教室の須甲鉄也教授及びその教室の学生によっ

た。

1．調査地点と調査月日

荒川本流を主として、河底の状況、河岸の地形、支流との関係、その他の諸条件を考慮して、

川又～戸田間に18ステーション（St）11地点を選定した。地点の位置は、図1．と表1．把

示した。
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表1，調査地点および月日

地　　 点 年　 月　 日
　 司
天候

S t l

第 Ⅰ回 4 8．　 5， 1 2 曙

Ⅱ 7．1 0 蹄

（川又 ） Ⅲ 弓．2 9 綺

Ⅳ 1 0．2 5 綺

S t 2
（落合 ）

中澤川

Ⅰ 4 8．　 5．1 2 晴

Ⅱ 7．1 0 緒

Ⅲ 8．2 9 晴

Ⅳ 1 〔l．2 占 掃

S t 5

（殊父 ）

秩父大磋

‡ 4 8．　 5， 1 2 晴

甘 7． 1 0 愕

Ⅰ江 】 8．2 9 借

Ⅳ 1 C．2 占 棺

S t ▲！

（皆野 ）

赤千川

Ⅰ 4 8．　 5．1 1 曇

Ⅱ 7．　 9 掃

田 8．2 8 声音

1 Ⅳ 1 0．ヱ占 精

S t 5
（長瀞 ）

此

蔓 Ⅲ

4 8． 5． 1 1

l 7・ 9　8．2 8

曇

晴

狩

手γ 1 0．2 5 暗

S t 占

（寄居 ）

王 淀

ロ

‡ 4 8．　 5，1 1 曇

玉 7．　 9 晴

田 8．2 8 情

Ⅳ 1 D．2 5 緒

円　地　 点
年　 日　 日 天候

S t 7
（細谷 ）

久下橋 ！

第 Ⅰ回 4 8．　 5． 1 5 晴

Ⅱ 7． ‾12 欝曇

Ⅲ 8．2 7 隋

Ⅳ 1 1．　 2 薄 暑

S t 8
（鴻巣 ）

御成橋

l 4 8、　 5．1 5 清

Ⅱ ！ 7．1 2 商 量

m 8．2 7 晴

Ⅳ 1 1．　 2 薄曇

S l二9 A

（秋 ケ瀬）

取水堰上

T⊥ 4 8．

晴 l甘 4 8．　 7．　 占

Ⅲ 8．5 1
　 u
綺

Ⅳ 1 ロ．5 1 隋

S t 9 B

（秋 ケ瀬）

取水堰上

Ⅰ

正

u

4 8． 7． 5 巨青

Ⅲ 8．5 0 田

Ⅳ うn．5 1 持

S t lO

（戸 田）

戸町椅

】 Ⅰ

Ⅱ

l Ⅲ

l
‡

4 8． 8．5 0 隋

時Ⅳ 1 0．5 1

サ1占立－



2．調査項目及び方法

1）水生生物、プランクトンをどの調査、

椰【lの上申流で礫のある流れに生痘する底生生物は、底静内にほ少なく、大部分は礫に付

着レて生活しているため、礫を中心に調査した。

方法

伝）調査地点の礫を大、中、′j＼に分けて、1㌦内の分布を予め調査し、（表2）その数だけ任

意の場所から採集して、それそれの殊に付着してぃる7k生生物をすべて採集する。同時に浮遊

昆虫もサパーネットを用ぃて採集した。そしてホルマリン液に固定して持ち帰り分額同定し転

軸礫の帥地点では、プランクトン類はプランクトンネットを用いて採集し、底泥中に生息

している双超員類の幼虫（ユスリカ、ミズアブ凌ど）やイトミミズ凌どほ採泥器を用いて河川

の泥を一定量採取し、細目の金網で泥をふるって採集分類した。

2）水の化学分析

方法　生物採集と同時把採水して持帰少分析した。

検査項目　気温、水温、流遠、透視慶、⊃0、導電乳PH、BOD、COm、SS、N臼j

－N、Cゼ、P04

5）底質の化学分析

年一回塗物採集と同じ場所から泥を採取して分析した。

検査項目　Cd、Pb、Cu、Z汀、Cr、T－E臥　AE

表2　地点別調査礫数

蒜 註 諒 聖
小　　 礫 中　 ・綬 小　　 礫 合　　 計

ロ 2 1 1 2　2 5　5

2 2 7 2 1 5　0

5 4 9 2 1 5 4

4 5 占 1 8 2　 7

q 占 1 1 2 1 5　8

占 7 1 2 4　9 る　8

7 ［ 7 4　4 5 1

8 2 0 0 2

9 － A ロ ロ 0 ロ

9　－ B 0 ロ ロ 0

1 1〕 8 0 0 〇

合　　　 計 2　く， 6　5 1 9　d 2 8 5
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5．調査結果概要

上流カユら中流にかけては、放生昆虫類の種類が多く（囲2）、カグロウ冒占科52亀毛濯

目9科2か恒、詰週日5科11程、双廼目4科7葦以上、斡週日5科4毎、広廻呂1科r廷斡

姶目1科1程であった。

これらについて、年間給個体数を見ると（図5）ヽ積感冒は上流から中流にかけてが生息範

囲とみられた。この冒の特徴として、清列な水域を好む。

カグロウ員ほ上流から下掩まで広く分布してしへる0

毛週目も上流から下流まで広く分布しておわヽ個体数が一番多h。又この酌ま、蒔捌こよる個

体数の増視が大きぃが（回4）「、これは羽化期と関係があると思われる。

精巣奴降出よ点は礫がほとんどないから、プランクトンを主として採集した0

その結果は、S†8～…へと下るに従ってヽ全体の種類数忙対する珪藻凝の割合7碩々に

小さくなる傾向が見られた。

4．まとめ

荒川水系における代表的た底生動物の地点別分布を図5に示した。この田ほ一つの種が、各

地点でとのくらぃの割合で見られるかを知るためのもーのである0これにエると、護にエって、

すむ地域むこかなりの変化が認められる0これは必ずしも水質のためとは限らず、その地点にお

けるだ々の環緩要因（物理的河床の性状、水温ヽ流遜、光量など）を含めた総合的環境によっ

て左右されるものである。従っで水質と生物種だけを見てヽ単純に、こういう水質の所の生物

相ほこうであると断定することほ難しho生柳こよる汚濁指標を作ら上・プる産めに、これまで

多くの人々によって生物相とこれら種々の要因との組合せ○申から、実に水質だけに影響され

るものを引き出そうという努力がな雲れぺ牒巧ヽ数々の分類方法が碍起されてぃる0したがっ

て、この河川にどの分寮方法をあてはめるのが適当かは、もっと多くの賓料で十分に検討する

必要がある。

上記の理由で取りあえず今回のデーターを既成の方法にとらわれずに分類してみたが今後の調

査によって、去り自勺確な分類を罰したいo

A：総背教2は上で、積遡白の種凝がカグロウBの寝数の約1／2又はそれ以上の地点

B：捻覆数2D以上で、竜遡Bがきわめて少ない地点o

c：線種数2ロ以下で、積層憎がきわめて少ない地点0

0：総在数1ロ以下で、積廼日を欠きヽカグロウ目ヽ毛運日のきわめて貧相な地鳥

E：統饉数10以下で、カゲロワ臥毛廻目を欠く地鳥0

－1る7岬



F三総積数がきわめて少浸く、ユスリカ幼虫イ由1～2種しか認められ宏h地点。

これによカ各地点が、いくつかのブロックに分れるが、これは河川の生活環境基準のBOD

による該当類型（但し生物学的判定と記号を合わせるためにAA～EをA～F把変更した。）と

良く一致している。若干食い違いの見られるst2についてはBOD値は低ぃが、底質把As、

Zn、T－Hg等の重金属類が多いことが表4からわかる。しかしS七占にっいては同じ徐にBO

O値は低いが、今回の調査では底質、永質に特に異常はみられ貴かった。

D以下の地点は、環が見られない地点であカ、今後のプランクトン調査と合せて考えたしへ。

水生昆虫の目別、地点別積数

S t l S t　2 S t　5 S t　4 S t　5 S t　占 S t　7 S t　8

カグロウ目

田

丑

1 2 ！
1 0 　 5

憂 1 0

1 5 皿 1 0 1－0 ロ

四 占 9 9 1 0 9 0

占＿些

Ⅳ

四 皿 8 1 0 8 1 0 1ロ

1　 8 8 　 9

l 8．P

8 8
8　「　 占

2

乙5 l平均 1訂 「
8．8 1 0．0 9．0 9．5 8．8

積　 題　 目

‡ 4 ロ ロ 2 2 0 肌 0

Ⅱ 5

5

ロ

2

0 0 ロ ○ 0 D

Ⅲ

Ⅳ

2 0 巳 5 0 0

4 ロ 4 ．　4 聖1 田 0 □

平均 4．0 1．0 1．8 1．5 1．0 0．8 0．5 0

毛　 過　 日

Ⅰ …　　 5 2 5 5 ∈ 4

7

　 ロ

t　 〇

ロ

ロⅡ 4 5 8 4 占

Ⅲ 占 7 7 る 7 占 5 5

Ⅳ る 7 ロ 8 7 占 4 5

平均 5．5 4．8 占．5 5，8 る．5 5．8 2．8 2．8

双 週 日 ∃

田 4 2 2 2 2 2 ロ ロ

Ⅱ 夏　　 5 2 4 0 ロ 5 2

2

‡ 1

‡ 2Ⅲ u　　 3 2 2 5 2 2

Ⅳ

平均

蔓　 0

l 2．5

　 ロ

l l・8

5 2 2 2 ロ ！ 2

1，52．8 1．8 1．8 t　　 2・5 1．も

そ の ノ他

1

Ⅰ □ ロ 0 2 2 t　　 5 ロ 5

Ⅱ ロ 0 4 0 4 5 5 4

Ⅲ ロ 2 2 く 4 5 4 さ

Ⅳ

平均

2 0 0 4 4 5 4 ○

1．0　　　 0．8 　 1．5
H 2．5 5．5 5，0 5．5 5．5

虹．
カ

丁



S t l S t　2 S t　5 S t　4 S t　5 S t　る S t　7
S t　 8

L

合 計 積 数

Ⅰ 2 5

2 1

1 5 皿 2 4 2 2 1 9

l 2 5

l 2 4

1 4

1 9

5

占Ⅱ 1 2 2 る 1 5
l 2 1

‡ 2 2
n

1 9 1 4m 2 4 l 2 4

l 1 7

2 1 2 2

Ⅳ 2 0 2 5 2 占 2 1 1 9 1 5 1 0

平 均 2 5 1 7 2 0 2 1 2 2 2 1 1 7 9

・ご1占9ニー
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囲4　水生昆虫（カグロウ臥積超臥毛遠目）の時期別個体数

第Ⅳ回（1日月）
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図5・代表的な永生生物の分布


